
佐
賀
県
田
手
川
の

　
　
河
道
変
遷
に
関
す
る
一
考
察

南
　
出
　
汎
　
助

　
　
　
　
　
　
（
一
）

　
田
手
川
は
脊
振
山
地
蛤
岳
（
標
高
八
六
三
メ
ー
ト
ル
）
に
源
を

発
し
、
佐
賀
平
野
を
横
断
し
て
筑
後
川
に
合
流
す
る
、
幹
川
長
十

＝
丁
五
牛
口
、
流
域
面
積
六
八
・
六
平
方
手
心
0
1
　
小
河
川
で
あ
る
。

平
野
部
の
流
域
を
概
観
す
れ
ば
、
ま
ず
東
脊
振
村
石
動
付
近
か
ら

扇
状
地
が
形
成
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
現
河
道
は
緩
や
か
に
西
に
曲

が
っ
て
お
り
、
左
岸
で
は
比
高
三
～
七
メ
ー
ト
ル
程
度
の
明
瞭
な

崖
を
も
っ
て
段
丘
化
し
て
い
る
が
、
右
岸
で
は
な
だ
ら
か
に
漸
移

し
て
い
る
。
西
に
寄
っ
た
河
道
は
約
一
牛
口
で
再
び
南
に
折
れ
、

佐
賀
平
野
に
長
く
舌
状
に
張
り
出
し
た
上
位
段
０
　
東
側
に
沿
っ

て
ニ
キ
ロ
余
り
流
れ
る
。
上
位
段
丘
は
、
末
端
近
く
に
お
い
て
も

標
高
二
〇
メ
ー
ト
ル
前
後
あ
り
、
現
氾
濫
原
と
は
約
十
二
メ
ー
ト

ル
の
比
高
を
保
っ
て
い
る
。
段
丘
末
端
部
を
横
切
っ
た
河
道
は
、

三
田
川
町
と
神
埼
町
と
の
境
界
を
な
す
直
線
河
道
地
帯
に
入
る
。

こ
こ
で
は
、
河
床
が
周
囲
の
田
面
よ
り
高
い
地
点
も
あ
り
、
総
じ

て
中
間
地
帯
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
な
お
、
扇
状
地
か
ら
こ
の

付
近
ま
で
の
水
田
土
壌
は
、
花
南
岩
を
母
材
と
す
る
、
透
水
性
の

大
き
な
壌
谷
あ
る
。
約
二
牛
口
南
方
で
河
道
は
境
界
線
か
ら
離

れ
、
西
ヘ
ジ
グ
ザ
グ
に
折
れ
曲
が
る
。
千
代
田
町
に
入
る
標
高
四

大
ニ
メ
ー
ト
ル
付
近
か
ら
下
流
は
完
全
な
デ
ル
タ
地
帯
で
あ
り
、

筑
後
川
へ
の
合
流
点
に
至
る
ま
で
、
極
端
な
蛇
行
の
痕
跡
を
数
多

く
残
し
て
い
る
。
水
田
土
壌
も
強
粘
質
の
黒
泥
な
い
し
灰
色
粘
上

５
　
な
今

　
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
田
手
川
の
純
地
形
学
的
な
特
徴

に
つ
い
て
で
は
な
く
、
主
と
し
て
歴
史
時
代
に
お
け
る
人
為
的
な

河
道
変
遷
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
旧
河
道
の
分
布
を

空
中
写
１
　
よ
び
大
縮
尺
５
　
ら
確
認
し
た
の
が
第
一
図
で
あ
る
。

こ
の
図
で
は
、
周
辺
の
地
形
面
は
便
宜
的
に
分
類
し
た
に
す
ぎ
ず
、

た
と
え
ば
中
位
と
下
位
の
段
丘
脂
、
場
所
に
よ
っ
て
は
明
瞭
に

区
別
し
が
た
い
た
め
、
一
括
し
て
表
示
し
た
。
ま
た
、
旧
河
道
の

復
原
に
は
直
接
関
係
が
薄
い
と
思
わ
れ
る
部
分
の
微
細
な
検
討
も

省
略
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
全
体
と
し
て
の
精
度
は
必
ず
し
も
高

い
も
の
で
は
な
い
点
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。
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こ
こ
で
、
旧
河
道
の
痕
跡
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
は
、
上
位
段

丘
に
挾
ま
れ
た
南
向
点
か
ら
下
流
側
で
あ
る
。
そ
の
中
で
も
、
空

中
写
真
で
明
瞭
に
判
読
で
き
る
連
続
性
の
よ
い
旧
河
道
は
、
図
中

Ａ
お
よ
び
Ｂ
で
あ
る
。
Ａ
は
そ
の
痕
跡
の
明
確
さ
か
ら
み
て
、
時

代
的
に
最
も
新
し
い
旧
河
道
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
近
世
後
期
の

　
「
刻
村
」
絵
１
　
辻
お
い
て
は
ヽ
旧
河
道
の
微
高
地
上
に
集
落
が
帯

状
に
立
地
し
て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
。
た
だ
し
衣
村
自
体
の

成
立
は
も
っ
と
古
々
に
遡
る
。
ま
た
Ｂ
は
、
途
切
れ
る
部
分
も
あ

る
が
、
や
は
り
近
世
の
「
豆
田
」
や
「
箱
川
」
な
ど
の
諸
集
落
が

立
地
し
て
い
る
。
な
お
Ｃ
は
や
や
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
現
在
も
細

流
を
残
し
て
お
り
、
近
世
の
郷
絵
図
（
後
述
）
か
ら
は
、
当
時
、

現
在
よ
り
も
有
力
な
一
分
流
を
な
し
て
井
柳
川
に
合
流
し
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
旧
河
道
は
そ
れ
ぞ
れ
い
つ
頃
形
成
さ
れ
、
い
つ
頃
廃

絶
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
最
終
的
に
現
河
道
に
至
る
河
道

変
遷
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
こ
に
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
人
為
的
な

営
力
を
ど
の
よ
う
に
加
味
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
河
道
と
地
割
と
の

切
り
合
い
関
係
や
中
近
世
の
文
書
・
絵
図
類
を
傍
証
と
し
て
以
下

に
論
じ
て
い
き
た
い
。

（
二
）

　
ま
ず
、
田
手
川
の
現
河
道
を
観
察
し
て
明
ら
か
に
不
自
然
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
上
位
段
丘
の
末
端
部
を
直
線
的
に
切
る
部

分
で
あ
る
。
現
地
で
見
れ
ば
河
道
は
東
西
に
連
続
す
る
段
丘
を
深

く
刻
ん
で
お
り
、
現
河
床
か
ら
段
丘
面
ま
で
の
比
高
は
、
小
さ
い

と
こ
ろ
で
も
五
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
る
。
こ
れ
が
自
然
の
河
道
で
あ

る
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
。
仮
に
、
南
流
し
て
き
た
田
手
川

が
、
こ
の
地
点
で
段
丘
に
ぶ
っ
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
周
辺
の
等
高

線
・
標
高
点
か
ら
み
て
も
、
東
に
向
か
う
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

段
丘
面
の
高
度
分
布
か
ら
み
て
も
、
こ
の
部
分
だ
け
の
局
部
的
な

隆
起
な
ど
あ
り
え
な
い
。
む
し
ろ
旧
河
道
Ｂ
（
な
い
し
Ｃ
）
の
方

が
、
よ
り
自
然
な
河
道
に
近
い
と
い
え
る
。

　
で
は
、
現
河
道
が
人
工
の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
付
け
替
え
」

の
契
機
は
何
に
あ
っ
た
の
か
。
最
も
考
え
う
る
こ
と
は
条
里
地
割

の
施
行
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
段
丘
を
横
切
っ
た
河
道
は
す

ぐ
に
神
埼
町
と
三
田
川
町
と
の
境
界
を
な
す
直
線
河
道
地
帯
に
入

る
が
、
こ
の
直
線
は
神
埼
郡
条
里
（
十
三
度
西
偏
）
の
五
条
と
六

条
と
の
界
影
も
あ
る
（
第
二
図
）
。
河
道
は
三
里
分
を
完
全
に

直
線
状
に
南
下
し
て
、
そ
こ
か
ら
や
や
南
西
に
振
っ
て
い
る
が
、

や
は
り
坪
界
線
に
沿
う
よ
う
に
、
数
町
分
ず
つ
直
角
に
政
行
し
て
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い
る
。
こ
の
よ
う
な
直
線
的
河
道
形
態
は
、
各
地
の
例
が
示
す
よ

う
に
、
条
里
地
割
の
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
条
里
の
施
行
時
期
は
不
明
で
あ
る
。

　
条
里
施
行
以
前
の
田
手
川
の
主
た
る
河
道
は
、
周
辺
の
等
高
線

な
ど
か
ら
み
れ
ば
。
旧
河
道
Ｂ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
大

き
い
。
し
か
し
、
「
付
け
替
え
」
が
行
な
わ
れ
た
と
し
て
も
、
旧

河
道
Ｂ
は
、
そ
れ
と
同
時
に
廃
川
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
慶
長

の
国
絵
図
に
も
旧
河
道
Ｂ
に
相
当
す
る
河
道
が
描
か
れ
て
い
る
ほ

か
、
近
世
神
埼
上
東
郷
の
大
庄
屋
牟
田
権
右
工
門
が
と
り
ま
と
め

た
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
の
『
井
手
井
樋
調
査
報
告
５
　
』
に
よ

れ
ば
、
田
手
川
本
流
と
の
分
岐
点
に
は
「
辛
上
せ
き
」
が
設
け
ら

れ
。
旧
河
道
Ｂ
は
「
箱
川
水
道
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。
近
世

後
期
の
゛
神
埼
郡
上
東
郷
５
　
）
で
も
｀
有
力
な
水
流
と
し
て
描
か

れ
て
お
り
・
（
第
三
図
）
、
現
在
な
お
北
半
部
は
用
水
路
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
空
中
写
真
を
仔
細
に
観
察
す
れ
ば
、
旧
河
道
Ｂ
に
お

い
て
も
、
条
里
の
方
格
に
沿
い
、
直
角
に
折
れ
曲
が
る
部
分
が
何

箇
所
か
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
旧
河
道
Ｂ
が
、
条
里
地
割
を

規
範
と
す
る
居
漑
水
利
系
統
の
中
に
組
み
込
ま
れ
、
活
用
さ
れ
続

け
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
旧
河
道
Ｂ
の
南
半
部
は
さ
ら
に
「
条
里
的
」
で
あ
る
。
北
半
部

で
は
、
井
柳
川
方
向
に
合
流
す
る
よ
う
な
痕
跡
を
何
本
も
残
し
て

い
る
が
、
「
橋
爪
里
」
　
（
第
二
図
）
の
北
部
あ
た
り
か
ら
東
側
へ

派
生
し
た
分
流
は
三
条
と
四
条
と
の
界
線
に
沿
い
、
一
方
、
本
流

は
四
条
と
五
条
と
の
界
線
に
沿
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
『
神
埼

郡
上
東
郷
図
』
で
は
、
こ
の
分
流
の
跡
は
畠
と
表
示
さ
れ
て
い
る

が
、
大
縮
尺
図
で
見
れ
ば
、
現
在
で
も
微
高
地
と
な
っ
て
い
る
た

め
、
両
側
の
用
水
路
が
明
確
に
分
断
さ
れ
て
い
る
（
第
四
図
）
。

こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
旧
河
道
Ｂ
は
、
井
柳
川
方
向
に
流
れ
て

い
た
北
半
部
（
あ
る
い
は
旧
河
道
Ｃ
を
含
む
）
の
み
が
自
然
の
河

道
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
南
半
部
は
条
里
の
界

線
に
沿
う
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
の
河
道
形
態
は
、
た
と
え
ば
三
本
松
川
に
お
い
て
も
見
ら

れ
る
。
三
本
松
川
は
、
前
述
の
上
位
段
丘
の
西
側
を
流
れ
、
そ
の

流
域
は
城
原
川
水
系
に
属
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
よ
う
に
み
ら
れ

る
が
、
現
河
道
は
六
条
と
七
条
と
の
界
線
に
沿
う
よ
う
に
田
手
川

の
西
側
を
平
行
し
で
南
流
し
、
一
町
、
二
町
と
直
角
に
破
行
し
な

が
ら
田
手
川
に
合
流
し
て
い
る
（
第
二
図
）
。
こ
れ
も
ま
た
。
条

里
地
割
に
規
制
さ
れ
た
河
道
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

　
そ
こ
で
、
や
や
大
胆
で
は
あ
る
が
、
条
里
地
割
の
施
行
に
伴
う

周
辺
水
系
の
再
編
成
課
程
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
し
う
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
①
条
里
地
割
の
施
行
以
前
に
お
い
て
は
、
田
手

川
の
主
流
は
旧
河
道
Ｂ
の
北
半
部
か
ら
、
井
柳
川
方
向
へ
と
流
れ

－43－
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て
い
た
。
②
当
時
、
上
位
段
丘
の
延
長
方
向
に
あ
た
る
一
帯
に
は

自
然
の
河
流
が
な
く
、
潅
漑
が
困
難
で
あ
っ
た
。
⑧
そ
こ
で
段
丘

を
約
二
百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
掘
削
。
五
条
と
六
条
と
の
界
線

に
相
当
す
る
ル
ー
ト
に
人
工
河
道
を
設
定
、
こ
れ
を
も
っ
て
田
手

川
の
新
た
な
本
流
と
し
た
。
④
旧
河
道
Ｂ
は
廃
川
と
せ
ず
二
本
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
三
条
と
四
条
、
四
条
と
五
条
と
の
界
線
に
沿
う

よ
う
に
配
置
し
た
。
⑧
三
本
松
川
も
直
線
化
し
、
極
力
、
六
条
と

七
条
と
の
界
線
に
沿
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
⑥
こ
う
し
て
、
六
町

間
隔
で
幹
線
用
水
路
を
配
し
た
「
条
里
的
」
潅
漑
水
利
系
統
が
完

成
し
た
の
で
あ
る
。

　
段
丘
面
を
数
メ
ー
ト
ル
も
掘
り
下
げ
る
導
水
工
事
は
、
当
時
と

し
て
は
き
わ
め
て
大
が
か
り
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
地
点
の
北
方
に
は
。
防
禦
的
諸
施
設
を
備
え
た
弥

生
中
後
期
の
大
規
模
な
環
濠
集
落
と
大
量
の
甕
棺
な
ど
が
出
土
し

た
吉
野
ヶ
里
遣
跡
～
志
波
屋
遺
跡
１
　
広
が
り
、
奈
良
時
代
の
建

物
群
や
延
喜
式
官
道
の
遺
構
も
検
出
さ
れ
、
駅
家
や
郡
簑
の
存
在

も
推
定
さ
れ
る
な
ど
、
時
代
的
に
幅
が
あ
る
と
は
い
え
、
付
近
は

古
代
の
一
大
地
域
中
心
を
な
し
て
い
た
地
区
で
あ
る
。
旧
河
道
Ｂ

の
分
岐
点
の
西
側
で
は
、
奈
良
時
代
に
創
建
さ
れ
た
「
辛
上
廃
寺
」
、

跡
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、
『
肥
前
国
風
±
２
　
心
』
の
「
神
埼
郡
」
の

項
に
記
さ
れ
る
「
寺
壹
所
僧
寺
」
に
相
当
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　　第四図　里界線に沿う旧河道と用水路

(注5,三田川町図に筆者加筆。横線部は旧河道)
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「
辛
上
」
は
「
魏
微
」
で
あ
り
、
日
野
尚
志
も
指
摘
す
な
斤
う
に
、

付
近
の
「
里
」
名
に
は
渡
来
人
集
団
の
居
住
を
思
わ
せ
る
も
の
も

あ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
勘
案
す
れ
ば
、
前
に
述
べ
た

よ
う
な
大
規
模
な
土
木
工
事
も
、
あ
な
が
ち
無
理
な
想
定
で
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
’
和
名
類
聚
‰
）
に
記
さ
れ
る
神
埼
郡
の
郷
名
は
、
「
蒲
田

加
萬
一
」
・
　
「
三
根
　
美
禰
」
・
「
神
埼
　
加
無
佐
岐
」
の
三
郷
で

あ
る
が
、
他
に
古
代
の
文
書
で
神
埼
郡
条
里
に
つ
い
て
記
し
た
も

の
は
、
延
喜
五
年
（
九
〇
五
）
の
『
筑
前
国
観
世
音
寺
資
財
５
　
』

の
み
で
あ
る
。

　
　
肥
前
国
壹
拾
貳
町
熟
田

　
　
　
基
肆
郡
參
町
奴
上

　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
三
根
郡
參
町
上
田
二
町
九
段
百
八
十
歩
中
田
百
八
十
歩

　
　
　
　
　
（
略
）

　
　
　
神
椅
（
埼
）
郡
陸
町
上
田
五
町
　
　
中
田
一
町

　
　
　
　
七
條
騨
家
里
八
壷
田
一
町
上
　
十
七
壷
田
一
町
中

　
　
　
　
十
八
壷
田
一
町
　
　
　
　
　
　
廿
壷
田
一
町

　
　
　
　
廿
九
壷
田
一
町
　
　
　
　
　
　
紺
壷
田
一
町

　
　
「
騨
家
里
」
は
、
三
本
松
川
の
西
側
に
あ
た
る
里
で
あ
る
（
第

二
図
）
。
他
郡
の
田
積
記
載
の
厳
密
さ
か
ら
み
て
も
、
「
騨
家
里
」

の
各
「
壷
」
の
「
一
町
」
は
概
数
で
は
な
い
。
「
十
七
壷
」
を
除

け
ば
、
一
町
方
格
内
が
す
べ
て
上
田
と
い
う
、
す
ば
ら
し
い
田
地

で
あ
る
。

　
な
お
、
旧
河
道
Ｃ
が
こ
の
「
付
け
替
え
」
工
事
と
ど
の
よ
う
に

関
わ
っ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
現
在
で
は
僅
か
な
細
流
を

残
す
に
す
ぎ
な
い
旧
河
道
Ｃ
で
あ
る
が
、
前
述
の
『
神
埼
郡
上
東

郷
図
』
で
は
、
そ
の
一
部
が
、
旧
河
道
Ｂ
と
同
程
度
の
規
模
に
描

か
れ
て
い
る
（
第
三
図
）
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
描
写
が
正
確
に
川
幅

を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
当
時
の
旧
河
道
Ｂ
も
細
流
に

す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
長
崎
街
道
が
旧
河
道
Ｃ
を

越
え
る
地
点
に
は
、
中
央
橋
脚
を
持
つ
橋
も
描
か
れ
て
お
り
。
す

く
な
く
と
も
畦
畔
に
付
随
す
る
よ
う
な
小
さ
な
水
路
で
は
な
か
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

（
三
）

　
中
世
、
神
埼
郡
の
平
野
部
は
殆
ど
神
埼
荘
の
荘
域
に
組
み
込
ま

れ
て
い
た
。
そ
の
母
体
は
。
『
類
聚
国
５
　
』
巻
一
五
九
記
載
の
゛
仁

明
天
皇
承
和
三
年
十
孔
９
　
刻
、
肥
前
国
神
崎
郡
空
閑
地
六
百
九
十

町
、
為
勅
旨
田
」
　
（
八
三
六
年
）
に
あ
り
、
こ
れ
が
後
に
皇
室
領

荘
園
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
藤
原
道
長
の
『
御
堂
関
白
熱
』
長
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和
四
年
（
一
〇
四
五
）
の
条
に
は
、
宋
僧
念
救
が
帰
国
す
る
際
に
。

　
「
神
埼
御
庄
司
豊
嶋
方
人
」
に
付
い
て
下
向
し
た
と
い
う
記
事
か

お
り
、
荘
園
の
成
立
は
そ
れ
以
前
に
遡
る
。
神
埼
荘
に
は
し
ば
し

ば
末
船
が
来
着
し
て
い
た
よ
う
で
、
長
承
二
年
（
一
二
二
三
）
の

来
着
に
際
し
て
は
、
当
時
の
鳥
羽
院
司
平
忠
盛
が
大
宰
府
府
官
の

干
渉
を
排
し
て
、
貿
易
船
の
管
理
権
を
独
占
し
よ
う
と
策
謀
し
た

経
緯
が
源
師
時
の
゛
長
秋
2
　
　
1
8
）
に
記
さ
れ
て
い
る
゜

　
着
岸
地
点
は
不
明
で
あ
る
が
、
当
時
は
有
明
海
が
深
く
湾
入
し

て
い
た
で
あ
ろ
う
し
、
た
と
え
、
海
に
面
し
て
い
な
く
て
も
、
筑
後

川
を
城
原
川
や
田
手
川
と
の
合
流
点
ま
で
遡
航
す
る
こ
と
は
充
分

可
能
で
あ
る
。
時
代
は
遡
る
が
、
『
肥
前
国
風
±
５
　
』
の
　
１
神
埼

郡
二
根
郷
　
在
郡
西
」
の
項
に
は
、
「
此
郷
有
川
。
其
源
出
郡
北

山
、
南
流
入
海
。
有
年
魚
。
（
景
行
）
天
皇
行
幸
之
時
。
御
船
従

其
川
湖
来
、
御
宿
此
村
。
」
　
（
括
弧
内
筆
者
）
と
あ
り
、
続
い
て

　
「
船
帆
郷
　
在
郷
西
」
の
項
に
も
「
同
天
皇
巡
行
之
時
、
諸
氏
人

等
。
挙
落
乗
船
、
挙
帆
参
集
於
三
根
川
之
津
、
供
奉
天
皇
。
因
日

船
帆
郷
。
又
、
御
船
沈
石
四
穎
、
存
其
津
辺
。
」
と
あ
る
。
前
者

の
「
川
」
と
後
者
の
「
三
根
川
」
と
は
同
一
で
あ
り
、
位
置
的
に

は
城
原
川
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
田
手
川
の
可
能
性
も
あ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
神
埼
荘
周
辺
は
古
く
か
ら
水
陸
交
通
の
結

節
点
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
古
代
末
期
に
は
、
単
な
る
所
領

と
し
て
で
は
な
く
、
貿
易
の
拠
点
と
し
て
も
平
氏
の
有
力
な
経
済

基
盤
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
鎌
倉
幕
府
が
成
立
し
、
承
久
の
乱
（
コ
ー
二
一
年
）
を
契
機
に

荘
域
は
没
収
さ
れ
。
こ
の
乱
で
勲
功
の
あ
っ
た
三
浦
泰
村
が
地
頭

職
に
補
任
さ
れ
た
が
、
同
氏
も
宝
治
元
年
（
二
Ｉ
四
七
）
の
合
戦

に
よ
っ
て
滅
亡
、
し
ば
ら
く
は
「
聞
所
地
」
と
な
っ
て
い
た
。
文

永
十
一
年
（
コ
ー
七
四
）
・
弘
安
四
年
（
て
一
八
一
）
の
い
わ
ゆ

る
「
元
寇
」
の
後
、
そ
の
勲
功
賞
配
分
地
を
捻
出
す
る
た
め
に
、

鎌
倉
幕
府
は
新
田
開
発
や
荒
田
の
再
開
発
な
ど
に
四
苦
八
苦
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
の
広
大
な
聞
所
地
こ
そ
絶
好
の
配
分
対
象
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
正
応
五
年
（
二
Ｉ
九
二
）
の
『
河
上
宮
造
営
用

途
支
配
惣
田
数
注
虹
心
』
に
は
「
院
御
領
神
崎
庄
三
千
丁
」
と
記
さ

れ
る
ほ
ど
の
巨
大
荘
園
に
な
っ
て
い
る
。

　
配
分
作
業
は
南
北
朝
の
動
乱
以
後
ま
で
続
き
、
そ
の
対
象
も
四

百
人
余
り
に
及
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
配
分
地
の
詳
細
ま
で
記

し
た
文
書
は
数
点
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
中
の
一
例
と
し

て
、
松
浦
水
軍
の
統
帥
者
で
あ
っ
た
（
肥
前
国
青
方
禰
三
郎
家
一
島
）

へ
の
配
分
地
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
田
地
三
町
　
東
郷
　
吉
田
里

　
　
　
　
　
十
六
坪
三
反
内
二
反
一
丈
西
寄

　
　
　
　
　
十
七
々
六
反
一
丈
　
　
十
八
々
一
反
二
丈
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十
九
々
五
反
四
丈
　
　
廿
々
　
五
反

　
　
　
　
　
廿
八
々
三
反
三
丈
　
　
廿
九
坪
八
反
内
五
反
四
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
寄

　
　
屋
敷

　
　
　
土
師
郷
家
中
里

　
　
　
　
　
紺
四
坪
ｍ
一
宇
西
寄
三
反
　
直
元
居
薗

　
　
畠
地

　
　
　
東
郷
小
薗
前

　
　
　
一
所
三
反
内
一
反
　
　
秋
末
房
西

　
現
在
も
そ
の
名
を
集
落
名
に
残
す
「
吉
田
里
」
は
。
平
野
の
縁

辺
部
に
あ
た
る
。
神
埼
郡
条
里
の
模
範
的
坪
並
（
東
北
隅
か
ら
西

行
す
る
千
鳥
５
　
）
に
従
え
ば
、
配
分
地
は
一
円
的
で
は
あ
る
が
、

こ
の
「
十
七
坪
」
　
（
六
反
一
丈
）
な
ど
は
北
か
ら
張
り
だ
し
た
下

位
段
丘
面
に
ほ
と
ん
ど
か
か
っ
て
し
ま
う
（
第
二
図
）
。
劣
悪
な

条
件
の
田
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
な
お
記
載
様
式

か
ら
み
て
、
「
十
六
坪
」
は
全
田
地
が
三
反
で
あ
り
。
そ
の
内
、

二
反
一
丈
が
青
方
分
で
あ
る
。
「
廿
九
坪
」
も
同
様
に
八
反
の
内

五
反
四
丈
が
青
方
分
と
考
え
ら
れ
る
。
屋
敷
地
は
。
遠
く
隔
た
っ

た
「
家
中
里
紺
四
坪
」
の
小
河
道
沿
い
で
あ
る
（
第
二
図
）
。

　
一
方
、
荘
内
に
は
ブ
水
仁
六
年
（
二
一
九
八
）
よ
り
四
十
数
年

前
に
尼
寺
「
妙
法
寺
」
が
建
艶
れ
て
い
た
が
、
弘
安
年
間
に
は

さ
ら
に
蒙
古
降
伏
祈
願
の
た
め
に
、
後
宇
多
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ

て
「
東
妙
寺
」
（
共
に
西
大
寺
末
）
が
建
艶
れ
た
。
勲
功
賞
配

分
地
は
後
に
こ
の
両
寺
に
集
中
的
に
寄
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
と
え
ば
、
正
応
二
年
（
コ
ー
八
九
）
の
『
蒙
古
合
戦
勲
功
賞
配

分
状
案
』
に
見
ら
れ
る
、
（
肥
後
国
大
野
田
嶋
十
郎
幸
ｈ
）
へ
の

配
分
地
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
田
地
五
町

　
　
　
倉
戸
郷

　
　
　
　
乙
板
春
里

　
　
　
　
　
廿
六
坪
一
町
三
丈
内
八
段
西
寄

　
　
　
　
　
廿
七
坪
六
段
二
丈

　
　
　
　
　
廿
八
坪
九
段
二
丈
中

　
　
　
　
　
紺
坪
一
町

　
　
　
　
　
紺
二
坪
五
段
三
丈

　
　
　
　
　
紺
三
坪
七
段
四
丈
内
四
段
三
丈
中
・
東
寄

　
　
屋
敷

　
　
　
東
寄
人

　
　
　
　
一
宇
　
禰
永
富

　
　
畠
地

　
　
　
種
（
蒲
）
田
郷
加
納
用
作
所

　
　
　
　
新
田
里
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六
坪
三
段
二
丈
内
二
段
、
西
哲
安
松

　
　
「
乙
板
春
里
」
は
、
日
野
尚
志
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
第
二
図
「
上

板
春
里
」
の
西
南
側
に
あ
た
る
里
で
、
近
世
の
「
高
志
村
」
に
相

当
す
る
。
こ
の
配
分
地
記
載
と
、
建
武
二
年
（
コ
二
三
五
）
の
『
東

妙
・
妙
法
両
寺
寺
領
注
文
写
』
の
う
ち
、
「
妙
法
寺
分
」
と
し
て

　
　
１
田
嶋
十
郎
入
道
幸
監
）
の
項
に
掲
げ
ら
れ
る
所
領
の
内
訳
と
は

ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
る
。

　
　
倉
戸
郷
乙
板
春
里
廿
六
坪
八
段
　
廿
七
坪
六
段
二
丈

　
　
　
廿
八
坪
七
段
四
丈
中
　
廿
九
坪
五
段
四
丈

　
　
　
琳
二
坪
五
段
三
丈
　
州
三
坪
四
段
二
丈
中

　
　
東
寄
人
屋
敷
一
宇

　
　
種
（
蒲
）
田
郷
加
納
用
作
所
郷
新
田
里
畠
二
段

　
し
た
が
っ
て
、
正
応
二
年
に
配
分
を
受
け
た
田
畠
屋
敷
が
、
そ

の
後
そ
っ
く
り
、
妙
法
寺
に
寄
進
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

同
じ
く
妙
法
寺
分
と
し
て
、
（
伊
福
左
衛
門
三
郎
入
道
行
ふ
Ｊ
）
の

項
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

　
　
東
郷
横
田
里
廿
九
坪
三
段
三
丈
　
紺
坪
四
段

　
　
　
紺
一
坪
六
段
二
丈
　
州
二
坪
八
段
四
丈

　
　
　
州
三
坪
五
段
一
丈

　
坪
並
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
前
掲
の
「
青
方
分
」
の
ち
ょ
う
ど

南
側
に
相
当
す
る
地
区
で
あ
る
。
（
妙
法
寺
領
の
「
廿
九
坪
」
は

三
段
三
丈
で
あ
る
か
ら
、
青
方
分
の
五
反
四
丈
と
合
す
る
と
全
田

地
「
八
反
」
を
や
や
超
え
る
。
）
こ
れ
を
現
地
に
あ
て
は
め
て
み

る
と
、
井
柳
川
が
、
現
河
道
で
は
「
紺
二
坪
」
に
、
旧
河
道
で
は

　
「
紺
三
坪
」
に
か
か
っ
て
し
ま
う
（
第
二
図
）
。
そ
れ
ぞ
れ
の
坪

が
原
則
と
し
て
一
町
四
方
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
当
時
の
井
柳
川

は
。
「
州
三
坪
」
を
横
切
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
柑
二
坪
」

か
ら
河
川
敷
を
除
い
た
う
え
で
八
段
四
丈
の
田
地
を
確
保
す
る
の

は
困
難
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
限
界
に
近
い
開
田
が
な
さ

れ
て
い
た
状
況
が
想
定
さ
れ
る
。
他
に
も
、
た
と
え
ば
（
都
肥
前

房
跡
道
％
）
の
「
東
郷
四
割
里
柑
坪
三
段
二
丈
　
州
四
坪
四
段
」

は
そ
れ
ぞ
れ
旧
河
道
Ｂ
・
Ｃ
に
か
か
る
な
ど
の
例
が
み
ら
れ
る
（
第

二
図
）
。

　
こ
の
よ
う
に
寺
領
を
比
定
し
て
い
く
と
、
旧
河
道
Ａ
に
つ
い
て

も
興
味
深
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
旧
河
道
Ａ
は
現
田
手
川
に
平
行

し
て
お
り
、
一
見
す
れ
ば
、
直
線
化
以
前
の
河
道
の
よ
う
に
も
み

え
る
が
、
直
線
河
道
自
体
が
段
丘
を
人
工
的
に
開
削
し
た
も
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
以
前
に
は
、
下
流
側
に
水
流
は
な
か
っ
た
は

ず
で
あ
る
。
し
か
も
空
中
写
真
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
微
高
地
と
し

て
の
旧
河
道
跡
と
田
地
と
の
境
界
は
極
め
て
明
確
で
あ
り
、
人
工

的
な
削
平
の
あ
と
も
殆
ど
な
い
。
条
里
地
割
の
施
行
以
前
に
廃
絶

し
た
河
道
で
あ
れ
ば
、
な
ん
ら
か
の
削
平
、
整
地
を
受
け
て
い
る

　
一ｑ
″
４
　
一
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・
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は
ず
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
そ
れ
以
後
に
廃
絶
し
た
河
道
の
痕
跡

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
『
注
文
写
』
の
（
大
和
三
郎
兵
衛
太
郎

入
道
浄
‰
）
の
項
に
は
、
「
力
田
里
一
坪
一
段
一
丈
　
口
九
坪
一

丁
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
□
九
坪
」
が
問
題
と
な
る
郊

実
は
、
た
と
え
「
十
九
坪
」
で
あ
っ
て
も
、
「
廿
九
坪
」
で
あ
っ

て
も
、
旧
河
道
Ａ
に
か
か
る
の
で
あ
る
（
第
五
図
）
。
当
時
、
旧

河
道
Ａ
が
水
流
を
有
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
の

　
「
坪
」
で
も
「
一
丁
」
の
田
地
を
確
保
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ

る
。
ま
た
、
旧
河
道
Ａ
が
す
で
に
廃
絶
し
て
い
た
と
し
て
も
、
空

中
写
真
で
明
確
に
判
る
ほ
ど
の
微
高
地
で
は
、
畠
地
と
し
て
利
用

で
き
て
も
田
地
と
し
て
は
成
立
し
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
た

が
っ
て
旧
河
道
Ａ
は
、
『
注
文
写
』
以
後
に
出
現
し
、
近
世
の
「
衣

村
」
集
落
が
形
成
さ
れ
る
以
前
に
廃
絶
し
た
分
流
の
跡
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
近
世
後
期
の
「
衣
村
」
絵
図
（
前
出
）
で
は
、
帯

状
の
微
高
地
は
畠
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
貫
く
水

流
の
描
写
は
見
ら
れ
な
い
。

　
最
後
に
。
あ
ら
た
め
て
東
妙
・
妙
法
両
寺
の
位
置
に
注
目
し
て

お
き
た
い
。
こ
れ
ら
の
両
寺
は
。
段
丘
上
に
、
田
手
川
を
挾
む
よ

う
な
格
好
で
配
置
さ
れ
て
い
た
。
年
代
は
不
詳
で
あ
る
が
、
鎌
倉

末
期
か
ら
南
北
朝
期
の
も
の
と
思
わ
れ
る
『
東
妙
寺
妙
法
寺
境
内

‰
』
に
は
、
堂
々
た
る
七
堂
伽
藍
を
配
す
る
境
内
の
み
な
ら
ず
、

　
一〇に

り

　
一

　
ｊ
　
界
　
字
　
小
　
は
　
線
　
点

　
道割
河
地
旧
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線
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筆
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両
寺
の
間
を
貫
く
田
手
川
と
そ
の
下
流
側
の
集
落
の
様
子
ま
で
、

必
要
以
上
に
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
精
緻
に
描
か
れ
て
い
る
。
論
理
が

い
さ
さ
か
飛
躍
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
両
寺
は
、
田

手
川
を
拓
し
、
そ
の
管
理
権
ま
で
も
掌
握
し
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
両
寺
は
、
蒙
古
降
伏
祈
願
と
勲
功
賞
配
分
地
の
寄
進

を
通
じ
て
、
強
大
な
在
地
権
力
に
成
長
し
た
。
東
妙
寺
は
、
延
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
Ｏ
）
　
　
　
・
・
・
　
’
・

三
年
（
言
一
一
〇
）
の
『
鎮
西
探
題
過
書
写
心
に
「
関
東
御
祈
祷

所
肥
前
国
東
妙
寺
造
営
材
木
勝
載
船
壹
覗
事
、
右
、
九
州
津
々
関

泊
、
無
煩
可
勘
過
之
状
如
件
」
（
傍
点
筆
者
）
と
記
さ
れ
る
ほ
か
、

建
武
三
年
二
三
三
六
）
に
は
足
利
尊
氏
の
祈
祷
所
に
指
定
、
応

永
九
年
（
一
四
〇
二
）
に
は
足
利
義
満
の
祈
願
鸚
な
る
な
ど
、

将
軍
家
の
手
厚
い
保
護
を
受
け
た
。
神
埼
荘
内
の
河
川
管
理
や
荒

蕪
地
の
再
開
発
な
ど
に
際
し
て
、
実
質
的
な
主
導
者
と
し
て
の
立

場
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
。
な
お
両
寺
と
も
戦

国
期
の
兵
火
に
あ
っ
て
消
失
、
後
に
東
妙
寺
の
み
再
建
さ
れ
た
。

（
四
）

　
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
簡
単
に
整
理
し
、
推
定
も
交
え
て
で
は
あ

る
が
、
ま
と
め
に
か
え
て
お
き
た
い
。

①
　
条
里
地
割
が
施
行
さ
れ
る
以
前
の
、
田
手
川
の
自
然
な
河
道

は
、
旧
河
道
Ｂ
の
北
半
部
な
い
し
旧
河
道
Ｃ
で
あ
り
。
現
在
の
井

柳
川
方
向
に
流
れ
て
い
た
。

②
　
条
里
地
割
の
施
行
に
際
し
て
、
段
丘
を
掘
削
、
里
界
線
に
沿

う
直
線
河
道
が
設
定
さ
れ
た
。
他
の
分
流
・
旧
河
道
も
な
る
べ
く

里
界
線
な
い
し
坪
界
線
に
沿
う
よ
う
に
再
編
成
さ
れ
、
条
里
的
潅

漑
水
利
体
系
が
完
成
し
た
。

⑧
　
こ
の
大
工
事
に
は
、
お
そ
ら
く
水
運
を
通
じ
て
対
外
的
に
も

交
渉
を
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
在
地
の
巨
大
勢
力
が
関
与
し
た
。

④
　
旧
河
道
Ｂ
・
旧
河
道
Ｃ
は
、
そ
の
後
も
共
に
用
水
路
と
し
て

利
用
さ
れ
、
近
世
に
お
い
て
も
重
要
な
幹
線
用
水
路
を
な
し
て
い

た
。
⑤
　
元
寇
後
の
勲
功
賞
地
配
分
に
際
し
て
は
、
劣
悪
な
条
件
の
旧

河
道
跡
地
ま
で
も
が
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
や
が
て
寄
進
地
の

集
中
と
共
に
、
東
妙
寺
が
田
手
川
河
道
の
管
理
権
を
も
掌
握
し
た
。

⑥
　
旧
河
道
Ａ
は
。
建
武
二
年
（
一
三
三
五
）
以
後
に
出
現
し
、

近
世
初
期
頃
ま
で
存
続
。
そ
の
後
廃
絶
し
た
。
跡
地
は
「
衣
村
」

の
集
落
お
よ
び
畠
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

　
た
だ
し
本
稿
で
は
、
当
該
地
域
の
近
世
の
水
利
問
題
に
つ
い
て

は
触
れ
て
い
な
い
。
佐
賀
藩
の
水
利
書
で
あ
る
、
南
部
長
恒
の

　
『
疏
導
要
乱
』
（
天
保
五
年
、
一
八
三
四
年
）
に
よ
れ
ば
、
水
利
の

神
様
と
い
わ
れ
る
成
富
兵
庫
茂
安
が
、
蛤
岳
か
ら
福
岡
側
に
落
ち
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る
那
珂
川
の
源
流
を
、
分
水
嶺
を
越
え
て
田
手
川
に
通
水
す
る
「
蛤

水
道
」
を
完
成
さ
せ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
通
水
工
事
に

よ
っ
て
、
田
手
川
本
流
や
旧
河
道
Ｂ
・
Ｃ
な
ど
の
用
水
路
の
水
量

が
ど
の
程
度
増
加
し
た
。
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
。
下
流
側
で
大
規

模
な
河
道
変
遷
を
も
た
ら
す
ほ
ど
の
影
響
は
な
か
っ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
旧
河
道
Ｂ
を
利
用
し
た
「
箱
川
水
道
」
の
整

備
に
伴
う
、
水
相
論
の
記
録
な
ど
も
あ
る
が
、
今
回
の
考
察
で
は

割
愛
し
た
。

　
本
稿
で
使
用
し
た
近
世
絵
図
類
の
閲
覧
に
際
し
て
は
、
佐
賀
県

立
図
書
館
お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
協
力
を
得
た
。
吉
野
ヶ

里
遺
跡
な
ど
に
つ
い
て
の
資
料
は
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
課

主
査
七
田
忠
昭
氏
の
提
供
に
よ
る
。
以
上
の
各
位
に
、
記
し
て
感

謝
し
た
い
。

　
注

（
１
）
経
済
企
画
庁
総
合
開
発
局
国
土
調
査
課
『
筑
後
川
水
系
調

　
査
書
』
お
よ
び
『
筑
後
川
水
系
利
水
現
況
図
』
（
五
万
分
一
）
．

　
一
九
六
八
．
に
よ
る
．

（
２
）
高
崎
正
義
監
修
武
久
義
彦
他
編
『
有
明
海
北
岸
地
域
地
形

　
分
類
・
地
盤
高
図
』
　
（
五
万
分
一
）
、
建
設
省
国
土
地
理
院
、

　
　
一
九
六
六
、
に
よ
る
分
類
。

（
３
）
佐
賀
県
農
業
試
験
場
『
水
田
お
よ
び
畑
地
土
壌
生
産
性
分

　
　
級
図
』
　
（
五
万
分
一
）
、
一
九
七
〇
、
に
よ
る
。

（
４
）
Ｋ
Ｕ
－
７
０
－
３
χ
お
よ
び
Ｃ
Ｋ
Ｕ
－
７
４
－
２
２
．

（
５
）
　
『
東
脊
振
村
管
内
図
』
　
（
五
千
分
一
）
、
一
九
八
三
。
『
三

　
　
田
川
町
都
市
計
画
図
』
　
（
三
千
分
一
）
、
一
九
七
三
。
い
ず

　
　
れ
も
各
町
村
役
場
発
行
。
な
お
微
細
な
地
割
の
検
討
に
際
し

　
　
て
は
、
佐
賀
県
教
育
委
員
会
『
佐
賀
県
地
籍
図
集
成
（
二
）

　
　
肥
前
国
神
埼
郡
』
、
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
八
九
、
一

　
　
九
八
八
、
を
参
照
し
た
。

（
６
）
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
。
一
分
一
間
、
地
類
彩
色
、
小

　
宇
名
記
載
。
年
号
記
載
は
な
い
が
、
「
衣
村
」
近
隣
の
「
神

　
埼
下
郷
箱
川
村
絵
図
（
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
）
が
寛
政
七
年

　
　
こ
七
九
五
）
に
、
周
辺
の
村
絵
図
も
ほ
ぼ
寛
政
六
～
八
年

　
頃
に
作
成
さ
れ
て
い
る
。
「
衣
村
」
絵
図
は
、
こ
れ
ら
と
同

　
　
一
の
規
格
・
描
画
方
法
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ほ
と

　
　
ん
ど
同
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

（
７
）
米
倉
二
郎
「
肥
前
平
野
の
條
里
（
予
報
）
」
、
地
理
論
叢

　
　
五
、
一
九
三
四
、
一
七
九
～
一
九
八
頁
。
日
野
尚
志
「
固
有

　
　
里
名
の
現
在
地
へ
の
比
定
に
つ
い
て
Ｉ
肥
前
国
神
埼
郡
の

　
　
場
合
－
－
」
。
『
地
域
－
そ
の
文
化
と
自
然
』
、
福
武
書
店
、

　
　
一
九
八
二
。
六
三
一
～
六
四
〇
頁
。

（
８
）
　
『
東
脊
振
村
史
』
、
同
編
纂
委
員
会
、
一
九
八
二
、
三
七

　
　
二
頁
。
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（
９
）
鍋
島
報
奴
会
所
有
、
佐
賀
県
立
図
書
館
寄
託
。
手
書
き
、

　
彩
色
、
坪
並
記
載
。
前
掲
注
６
な
ど
の
村
絵
図
と
は
異
な
り
、

　
測
量
図
で
は
な
く
、
地
物
の
立
体
的
描
写
も
混
ざ
る
な
ど
、

　
見
取
図
的
な
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
同
図
書
館

　
の
『
古
地
図
絵
図
録
』
、
佐
賀
県
史
料
刊
行
会
。
一
九
七
三
、

　
一
〇
三
頁
収
録
の
影
写
版
を
利
用
。

（
1
0
）
　
「
志
波
屋
六
ノ
坪
（
乙
）
遺
跡
」
、
「
志
波
屋
四
ノ
坪
遺

　
跡
」
な
ど
の
総
称
。
な
お
こ
れ
ら
の
坪
小
字
名
は
、
筆
者
の

　
調
査
に
よ
れ
ば
明
治
初
期
の
命
名
で
あ
り
、
条
里
の
坪
並
と

　
は
無
関
係
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
『
佐
賀
県
史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
』
　
（
『
佐
賀

　
県
の
地
名
』
、
日
本
歴
史
地
名
大
系
四
二
、
平
凡
社
、
一
九

　
七
九
、
一
一
六
頁
に
よ
る
。
）

（
1
2
）
秋
本
吉
郎
校
注
『
風
土
記
』
、
日
本
古
典
文
学
大
系
二
、

　
岩
波
書
店
、
一
九
五
八
、
三
八
八
頁
。

（
1
3
）
前
掲
注
７
、
六
三
四
頁
。

（
1
4
）
池
疸
禰
『
和
名
類
聚
抄
郷
名
考
誼
』
増
訂
版
　
吉
川
弘
文

　
館
、
一
九
七
〇
、
六
四
九
頁
。

（
1
5
）
　
『
観
世
音
寺
文
書
』
　
〔
瀬
野
精
一
郎
編
『
肥
前
國
神
崎
荘

　
史
料
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
、
二
大
二
頁
所
収
。
な

　
お
本
史
料
は
、
以
下
、
『
神
崎
荘
史
料
』
と
略
す
。
〕

（
1
6
）
　
『
神
崎
荘
史
料
』
、
二
頁
所
収
。

（
1
7
）
　
『
神
崎
荘
史
料
』
、
四
～
六
頁
所
収
。

（
1
8
）
　
『
神
崎
荘
史
料
』
、
十
一
～
十
二
頁
所
収
。

（
1
9
）
以
下
の
記
述
は
、
『
神
崎
荘
史
料
』
所
収
の
、
瀬
野
精
一

　
郎
に
よ
る
「
解
説
」
　
（
二
二
＝
不
二
四
〇
頁
）
に
依
拠
し
た
。

　
　
同
『
鎮
西
御
家
人
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
、

　
　
も
参
照
。

（
2
0
）
　
『
河
上
神
社
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
六
〇
頁
所
収
。
〕

（
2
1
）
　
『
青
方
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
五
二
頁
所
収
。
〕

（
2
2
）
永
仁
六
年
の
「
官
宣
旨
」
（
『
東
妙
寺
文
書
』
）
に
　
「
（
前

　
略
）
東
妙
寺
（
中
略
）
、
去
弘
安
中
草
創
地
也
、
妙
法
寺
者

　
建
立
以
後
即
令
止
住
尼
衆
、
歴
四
十
飴
廻
之
星
霜
畢
。
（
後

　
略
）
」
と
あ
る
。
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
七
五
～
七
六
頁
所

　
収
。
〕

（
2
3
）
　
『
南
権
平
氏
所
蔵
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
五
〇
～

　
　
五
一
頁
所
収
。
〕

（
2
4
）
前
掲
注
７
、
六
三
七
頁
。

（
2
5
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
一
三
四
～
一
三

　
　
五
頁
所
収
。
〕

（
2
6
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
一
三
二
頁
所
収
。
〕

（
2
7
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
一
三
三
頁
所
収
。
〕

（
2
8
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
一
三
五
頁
所
収
。
〕

（
2
9
）
東
妙
寺
所
蔵
、
県
巫
要
文
化
財
。
本
稿
で
は
、
八
尋
和
泉

　
　
「
筑
前
飯
盛
神
社
神
宮
寺
文
殊
菩
薩
騎
獅
像
お
よ
び
豊
前
大

　
興
善
寺
如
意
輪
観
音
像
に
つ
い
て
１
九
州
西
大
寺
末
寺
の
仏

　
像
新
資
料
二
例
－
」
、
研
究
論
集
二
、
九
州
歴
史
資
料
館
、

　
　
一
九
七
六
、
六
一
頁
収
録
の
付
図
に
よ
っ
た
。

（
3
0
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
八
四
～
八
五
頁

　
　
所
収
。
〕

（
3
1
）
　
『
東
妙
寺
文
書
』
　
〔
『
神
崎
荘
史
料
』
、
　
一
九
一
頁
所

　
　
収
。
〕
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（
3
2
）
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
。
種
々
の
写
本
・
刊
本
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
前
掲
注
８
、
三
七
六
頁
所
収
、
に
よ
っ
た
。
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